






考察と要約 

以上の結果より,ヒト透明帯は少なくとも 1)ヒトとブタの透明帯に共通の特異抗原,2)ヒ

ト透明帯に固有の特異抗原,3)血液型物質に関連した非特異抗原の 3 つの成分より構成さ

れていることが示唆された。また原因不明不妊婦人の血中に,特異的な検出法により,抗透

明帯自己抗体が見出されたことから,この抗体が不妊の成因となっている可能性が示唆さ

れた。つまり,ヒト透明帯には特異抗原が存在し,これに対する自己抗体が不妊の成因とな

っている可能性が示されたわけである。この抗体の病因的意義を明らかにするために,今後

はヒト透明帯に対する異種免疫抗体あるいは自己抗体を用いて受精阻止作用を検討する必

要があり,現在進行中である。 


